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１．高浜町のこれまでの取り組み

現状維持＝衰退。





5

アジア初認証！
若狭和田ビーチ

来春北陸新幹線敦賀開業！

アクセス抜群！
京都・大阪から約２時間

17年に１度特別拝観！
薬草グルメも！

新観光エリア！
たらふく市場

みんな大好き
いちご狩り

支援がたくさん！
子育てのまち

ワーケーションにも！

高浜町の見所
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S60年海水浴は9割。
H12年に7割、
H26年には2割に減少

宿泊型 日帰り型

S46年頃をピークに海水浴客数は減少。150万人⇒20万人（87％減）

S60年、ふぐ・カニの取組みで冬場（通年）の観光がスタート。
H14年、道の駅OPENで通年型へ少しシフト。宿泊型から通過型（日帰り型）へ移行している。

（出典：高浜町統計資料）

高浜町の交流人口



高浜町

高浜町 高浜町
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高浜町の漁業販売額は減少している。
若狭地域では、おおい町、美浜町の販売額が多い。 高浜町漁業従事者は、近年急速に高齢化しており、若手漁師

の育成が緊急の課題といえる。

高浜町の漁業の現況
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平成21年（2009年）よりスタートしたコンパクトシティ構想。

コンパクトシティ構想

空間づくり



１．施設の老朽化による高付加価値化の限界

漁協本所、市場が老朽化著しく、鮮度管理が困難。

不効率な分散した出荷体制。

２．漁獲変動が大きい

水揚高の6～7割を占める定置を始め天然資源依存型漁業が中心のため、漁獲変動が大きい。

３．6次産業システムの未形成

観光を活用した付加価値型の地場流通等の６次産業システムが未形成である。

課題



平成21年
「コンパクトシティ構想」策定
賑わいゾーンとして高浜漁港が位
置付け 平成29年～

６次産業検討委員会開催
高浜漁協経営検討委員会開催

平成28年 高浜漁港再整備事業
水産庁へ事業要望
浜の活力再生交付金

平成30年
６次産業施設設計
農山漁村振興交付金

平成25年・26年
高浜漁港再整備基本計画策定

平成30年～
漁協経営改善のため
外部より参与として人材派遣

平成30年
漁港用地形質変更及び
土地利用計画の変更

令和２年
臨港道路整備・物揚げ場改良
鮮度保持施設改修・荷捌き施
設実施設計
水産業競争力強化緊急施設
整備事業

令和２年
６次産業施設整備
農山漁村振興交付金

スタートアップ期 準備期 実行期

●地域資源の発掘
●目標の設定
●基本計画の策定
●意識醸成

●計画の具体化
●計画実現のための合意形成
●福井県との連携

●ハード整備・供用開始
●運営体制の構築
●人材育成

自走期

●取組み機能単位ごとの
ハード・ソフト運用

●持続可能な運営体制
の構築

●海業による地域経済活動
の活性化平成31年

漁具倉庫整備
浜の活力再生交付金 令和３年

６次産業施UMIKARA
オープン

令和３年
荷捌き施設整備 着手
水産業競争力強化緊急
施設整備事業

令和４年
出荷選別施設整備 着手

平成24年
漁業者・仲買人を中心とした
高浜水産業振興協議会 発足

令和４年
海辺の賑わい基本計画

令和2年
６次産業施設の運営見据え
㈱うみから 設立

令和元年
地域商社 ㈱まちから 設立
漁協所有加工場を改修

平成27年
高浜水産業振興協議会
「高浜漁港再整備計画（案）」
推進の合意

平成29年
高浜水産業公開検討会議 開催

平成26年
浜の活力再生プラン 策定

高浜漁港再整備事業 これまでのプロセス ゛人を動かす スタートアップ期“



漁港施設用地利用計画（整備前）

道路用地 漁具保管修理施設用地 漁港厚生施設用地 単独用地

漁具倉庫

中間育成場
集
会
所

臨港道路
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漁港施設用地利用計画（整備後）

道路用地 漁港厚生施設用地 単独用地漁港環境整備施設用地 漁港関係
補助事業用地

６次産業施設

出荷選別施設 建設地

荷捌き施設

臨港道路

駐車場

臨港道路



高浜漁港再整備全体完成図

荷捌き
施設

UMI
KARA

出荷
選別
施設

鮮度
保持
施設

加工
販売所



高浜漁港再整備主要事業の概要

漁具倉庫 R元完成
(浜の活力再生交付金) 鮮度保持施設（改修） R2完成

(水産業競争力強化緊急施設整備事業)

臨港道路 R2完成
(水産業競争力強化緊急施設整備事業)

６次産業施設 R3完成
『UMIKARA』

(農山漁村振興交付金事業）

衛生管理型荷捌き施設(漁協事務所）
(水産業競争力強化緊急施設整備事業)

Ｒ2年度 実施設計
Ｒ3年度 工事（基礎・躯体）
Ｒ4年度 工事（内装・外装・電気・設備）
Ｒ5年度 ７月供用開始

出荷選別施設 R5供用開始
（町単独事業）



２．高浜町における６次産業化PJ
キーワードは『魚食』



ドローン映像

高浜漁港 全景

６次産業施設「UMIKARA」周辺



海や漁村の地域資源の価値や魅力を活用
する事業であって、国内外からの多様な
ニーズに応えることにより、地域のにぎ
わいや所得と雇用を生み出すことが期待
されるもの。 （水産基本計画）

○漁村では、全国平均を上回る速さで人口減少や高齢化が進行、活力が低下。
○一方、漁村の交流人口は約２千万人と大きなポテンシャル有。

⇒漁村の賑わいの創出が重要。海業（うみぎょう）の推進により、
地域の所得向上と雇用機会の確保を図る

水産物の直接消費や漁業体験など貴重な体験の
場を提供していく役割の重要性が増大。

漁港の役割

陸揚

・地域経済の活性化
・販路拡大・魚価向上
・生産量の増大
⇒漁業地域の所得向上
⇒水産物の安定供給

消費地

漁港

出荷
直売所・レストラン

直接消費

交流施設

交流

高浜漁港のこれまでの整備はまさに・・・

海の前に立地するレストラン

海を守る活動
活魚の直売

地域資源（青い海・広い空）の活用

漁船クルーズ

https://umikara.co.jp/taberu/

水産庁資料

海業

高浜町での海業

海業
とは



荷捌き施設・漁協事務所

はもと加工販売所

6次産業施設

Ⓐ
機能集約エリア

Ⓑ
活用促進エリア

高浜町で例えると。。。
魚をもっと食べて
もらうには…？

もっと人に来て
もらうには…？

こんなことできる！

子供たちに
来て貰うには…？

今後の海業振興の方向性と本計画の検討事項

こんなことやりたい！
Ⓑ

魚の価値
（鮮度等）

食べる魚の
ストーリー

漁業体験や
景色など

漁港の「海業」等への活用



高浜町での海業会議



海の６次産業の見える化

３次産業 ２次産業

１次産業

加工品の卸し
イベント/広報企画運営

・物販
（スーパー、セレクトショップ）
・飲食（食堂、テラス）
・イベント（昼市など）

地域商社 (株)まちから
・水産加工場「はもと加工販売所」運営
・UMIKARA内「UMIKARA select」運営
・イベント／広報PRの企画、運営
・通販サイトの運営



海の６次産業化の実績① 若狭高浜漁業協同組合 荷捌き施設



海の６次産業化の実績② はもと加工販売所（㈱まちから）

令和元年創業
１期目：7,365千円
２期目：20,249千円
３期目：54,000千円
直営(販売所・セレクトショップ) 37.４％
外商(UMIKARA卸・給食等) 58.5％
通販(自社他社EC・ふるさと納税) 4.1％
雇用人数：10名（漁業者の配偶者4名含む）



農水産物新規開発加工商品

㈱まちからの加工商品の一部



延床面積：1590.89㎡
【R3.7.7ーR4.7.7】
入込数：278,465人
年 商：200,275千円
雇用人数：24名（パート含む）

海の６次産業化の実績③ シーフードマーケット UMIKARA



農水産物新規開発メニュー

うみから食堂メニューの一例



３．これからのまちと海業

ひとづくり。



交流人口から定住人口へボトムアップ。

人がまちに定着する仕組みを構築し、

多くの「つながり」創出を図る。

そして、スマートの見える化。

民間活力を生かしたライフスタイルの提案。

google

シーサイドライン
居心地の良い、公園のような空間づくり

若狭和田から脇坂までの約８キロ続く海沿いゾーン

令和４年高浜地区市街地活性化基本計画より

人がまちに定着する仕組みを構築し、

多くの「つながり」創出を図る。

そして、スマートの見える化。

民間活力を生かしたライフスタイルの提案。



漁業所得の近年の推移

平成26・27・29の3
年平均

令和５年度

令和元年度

令和２年度

334,654

漁業コスト

漁業収入

対象人数 258

構成員総所得

令和３年度

漁業コスト 172,295

漁業所得 173,134

171,078

160,507

漁業所得

260 人

千円158,271

161,086

実績
数値（％）

332,591

人

159,209

千円

令和４年度
千円

110.8%

330,652

漁業収入

103%

260

構成員総所得

102%

対象人数

漁業コスト

漁業収入

漁業コスト

110.6%

千円

漁業コスト

漁業所得 176,383

154,688

人

構成員総所得

千円

漁業所得

構成員総所得 114.0%104%

漁業収入

332,164

107%

目標
数値
（％）

人

構成員総所得
漁業所得

千円

構成員総所得

漁業コスト

171,443

345,429

漁業収入

177,903

320,243

対象人数

漁業収入

基準年

目標年

１年目

２年目

３年目

４年目

159,736
103.8%

漁業所得

対象人数

260

原油価格
高騰に伴う
コスト増

加工事業を
民間へ

６次産業施設
開業

浜の活力再生プランに基づく漁業所得の達成状況は目標数値を上回っている



高浜における課題 海業によってめざしたい方向性

○観光は夏だけ…

○海業には取り組んで
いるけれど…

○高浜漁港に海業拠
点はあるけれど…

周年観光（海業）の構築

春・秋・冬の海業資源の発掘と商品
化 舞鶴や小浜との連携 等

高浜漁港をハブとした、広域海
業連会システムの構築

町全体の相互連携ネットワークの形
成、高浜漁港の魅力の向上等

漁業振興型海業の展開

地産地消や高付加価値化の促進、、
新たな商品の展開 等

連携による魅力向上

他観光施設と高浜漁港海業拠点の
連携 等

一年中観光客が
来るには？

裾野を町全体に
広げるには？

漁協・漁家の経済を
向上させるには？

他地区の将来像と
連携イメージは？

今後の海業振興の方向性と本計画の検討事項
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城山海水浴場

⑦海の学校（体験交流学習等）
※長期計画(改修可能か解体・新築か要検討）
※旧荷さばき所、旧漁協事務所・用地を活用
※起業しやすくするチャレンジショップも展開
［期待される効果］
〇観光地としての魅力の増大 ○アクテビティ拡充
〇高浜の水産業の理解増進

若宮海水浴場

⑥海のオーナー制度
［期待される効果］
〇高浜の水産業の理解増進 〇関係人口の増加
〇計画養殖生産による生産効率化

※隣接の和田地区

和田港（定置網の基地）
白浜海水浴場・鳥居浜
海水浴場

⑤キッチンカー貸出（高浜町）
※チャレンジキッチンカーを導入し、海辺での創業の機会を図る
［期待される効果］
〇観光地としての魅力の増大 〇賑わいの創出
〇地域の雇用の創出

④朝市・昼市鮮魚直売
※荷さばき所と出荷選別施設間の道路を一時占有で活用
［期待される効果］
〇観光地としての魅力の増大 〇高浜の水産業の理解増進
〇高浜産水産物の消費拡大 〇漁業者の所得の向上

③漁業体験(セリ/定置網水揚見学等）
※網あげ見学体験は遊覧船発着場又は和田港活用

［期待される効果］
〇観光客の滞在時間の増加 〇観光地としての魅力の増大
〇高浜の水産業の理解増進 〇漁業者の所得の向上

②遊覧船事業
※内浦湾の大断崖等をめぐる漁船遊覧船クルーズ
［期待される効果］
〇観光客の滞在時間の増加 〇観光地としての魅力の増大
〇地域の雇用の創出

①海鮮バーベキュー場
［期待される効果］
〇高浜産水産物の消費拡大 〇漁業者の所得の向上
〇観光客の滞在時間の増加 〇賑わいの創出

内浦地区

和田地区

海水浴場等

海水浴場等

海水浴場等

高浜
漁港

高浜
漁港

連係

情報発信

海業のすそ野を広げる取組
のイメージ

今後の海業の取組案と期待される効果

新たな雇用、経験、交流、魅力を生み出す

海業＝『生業（うみぎょう）』



オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
の

実
証
実
験



「漁師から見た海や漁師」として

☟ Instagramでの発信

☝町長公式YouTubeチャンネルにて

動画作成・配信

☜子供たちと
大漁旗を作成

荷捌き施設内 ☞
☟ 見学エリア



海のまち高浜町の基幹産業である漁業・
水産業を未来の子供たちに持続可能な産
業として残していくため、「さかなを食べるこ
と」を改めて考えて、魚食の魅力・おいしさ
を発見してもらい、消費拡大を図るため、
官民連携し毎月３日～７日を「さかなの日」
として保育所給食及びおやつに地魚を活
用する。

・毎月３日〜７日は「さかなの日」
・高浜町内の保育所・こども園で給食に魚
を出す

＊毎日魚の主食は難しいので、主食・副
菜・おやつ（おにぎり）などで

魚食普及のため
食育事業の取り組み



高浜漁港は高浜漁交(ぎょこう)へ

そして…



朝市

人がつくる、人をつくる、漁港 パース図（構想）

集 うチャレンジ
攻 港

海・山・人
幸

波及する
広

交

漁 漁 漁 漁

漁

「獲る、作る、売る、伝える」をつなぐ。



ありがとう
ございました。

高浜町のお魚を
ギュギュっとギョギョっと
詰め込んだデジタルパンフレットです
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